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THE MAGIC OF ROTARY

第32回例会

ハイブリッド例会

点　　鐘　　細谷会長　

司　　会　　副ＳＡＡ　菊池（信）会員

◇国歌「君が代」

◇ロータリーソング「四つのテスト」

◇本日のランチ　小付　焼物　鶏ももカレーソース 

　煮込み　香の物　汁　御飯　デザート

ビジター紹介　　　　倉井会長エレクト

◇来訪ロータリアン　

　２名（１クラブ）　累計26,659名 

　宇都宮南ＲＣ　

　　小松　和美　様（親睦家族委員会）

　　高久　和男　様　

◇宇都宮東警察署　

　　署長　印南  浩司　様（卓話講師）

　　随行　菊地　　隼　様

 
会長挨拶　　　　　　　細谷俊夫会長

皆さん、こんにちは。今日は、和風月名では弥

生３月です。春で暖かいはずなのですが、今日は

寒中に戻ったような天気です。寒い中、沢山の方々

にお越しいただきありがとうございます。今日

は、旧暦の明治２年３月４日、明治政府が貨幣を

円形として金・銀・銅の円貨貨幣を鋳造する旨の

「円貨制度」を制定した日です。新暦では、1869

年４月 15 日ですが、日本に「円貨制度」が導入

された３月４日の旧暦の日付けのまま、「円の日」

として、記念日のひとつに制定されております。

２月 19 日には、市内 10 クラブのＩＭ が開催

されました。午後３時から８時までの長時間でし

たが、当クラブからは、10 数名の会員が参加し

ました。参加していただいた会員の皆様ご苦労様

でした。第３グループＡ長ガバナー補佐の点鐘で

始まり、一般社団法人栃木県若年者支援機構代表

理事の中野謙作様の「子どもの貧困の現状と地域

に広がるこども食堂」というテーマで講演があり

ました。その後、各クラブの会長から、会員増強

というテーマで５分間スピーチがありました。Ｉ

Ｍは全員参加が原則なので、次年度には、もっと

多くの会員の皆様にご参加いただきたいと思いま

した。また、先週の水曜日に、伴幹事、田原青少

年奉仕委員長と共に、旭中学校にて善行生徒の表

彰を行ってきました。中学生のキラキラした眼差

しを見て、忘れていた頃を思い出しました。

今日の卓話は、日々、宇都宮市民の安全を守っ

てくれている、栃木県で一番忙しい警察署の宇都

宮東警察署長の印南浩司様です。警察署活動の貴

重なお話を聞けると思います。印南署長様、後ほ

ど卓話をよろしくお願いいたします。

◇スペシャルオリンピックス栃木　キャラバン

宇都宮南ＲＣ　 高久 和男　様　

スペシャルオリンピックス日本・栃木で、各ロー

タリークラブを回り、ご寄付のお願いをしており

ます。世界約 120 か国が参加しております。是非、

ご協力お願いいたします。

※スペシャルオリンピックスとは、知的障がい

のある人たちに、様々なスポーツトレーニン

グと、その成果の発表の場である競技会を、

年間を通じ提供している国際的なスポーツ組

織。

幹事報告� 　伴幹事

◇ロータリーレート　３月は１ドル150円。

◇細谷年度親睦ゴルフ大会（４／６）に多くの会

員の皆様のご参加をお待ちしております。
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や一人が常駐する駐在所の再編等を順次進めてい

るところで、当県警では、平成 29 年から交番・

駐在所の統合・再編を進めております。最近の交

番の施設の一部を紹介させていただきます。施設

内には、地域住民との情報交換の場ということで、

今は、コミュティールームが設置されるようにな

りました。また、女性警察官が増えている関係も

ありまして、女性警察官用の仮眠室やトイレが設

置されています。課題となってくるのが、やはり、

交番・駐在所の統廃合の問題になります。警察と

しましては、近年、相次いで交番等の襲撃事件が

ありまして、耐刃防護服の着用や、防犯カメラ等

安全対策を強化していますが、駐在所の危険性は

高く、安全面を考えると一人配置を可能な範囲で

減らしたい、というのがあります。ただ一方で、

地域の住民の皆様からしますと、長年親しまれた

駐在所を閉鎖することによって、地域の安全が脅

かされるのではないか、という声もあります。駐

在所を交番にするメリットを丁寧に説明して、ご

理解いただけるように対応しているところです。

次に、女性警察官の現状についてお話いたしま

す。警察においても、女性幹部の育成や人材の確

保は非常に重要です。昨年は、人事異動で、栃木

県初の生え抜きの女性警視が誕生しました。新聞

等でご存じの方もいるかもしれませんが、本部の

人身安全少年課の指導官、大渕美湖警視です。な

お、本日の新聞報道の県警の異動の内示で、新た

に女性警視が２人、誕生していました。女性警察

官の採用は、警視庁が 1946 年（昭和 21 年）に

全国に先駆けて 63 人を採用したのが始まりです。

本県では、1978 年に、２年後の栃の葉国体の関

係で 13 名を採用し、現在は、約 3,800 人の警察

官の約１割が女性警察官です。2000 年に男女雇

用機会均等法の改正があり、婦人警察官から女性

警察官に呼称が見直されました。現在、男性警察

官と同様の勤務が行われ、機動隊も含め、すべて

の部門に女性警察官が配属されています。課題と

して、育児休業等による現場の配置の人員不足に

は、各種制度を設けて対応しています。その１つ

目が代替職員の登録、２つ目が支援要員派遣制度、

３つ目が定年の引上げの制度です。定年の引上げ

は、警察をはじめ公務員につきましては、昨年か

ら２年に１歳ずつ定年を引上げて、令和 13 年に

は 65 歳となる予定です。この趣旨は、生産年齢

人口が減少する中で、高齢期の職員を最大限活用

し、次の世代に、その知識、技術、経験などを継

承していくというものです。

こうした制度によって警察では人員不足を補っ

ているところですが、これに加えて必要になって

くるのが、業務の合理化、効率化、そしてデジタ

ル化です。昨年、トラックドライバー等の長時間

委員会報告� 　

◇スマイルボックス委員会　　　　　中山委員

宇都宮南ＲＣ　小松和美様

本日、キャラバンで伺いました。よろしくお

願い致します。

◇親睦委員会　　　　　　　　　　中村委員長

＜誕生祝い・３月＞　　　 　

会員誕生　　

福田　治雄、郡司　公生、菊池　信寿、

黒澤　佳樹、五月女大介、佐々木貞雄、

田原　　聖、髙野　藤房、山下　大介、

原　賢一郎

各会員

夫人誕生

福田　治雄、原　　賢一、飯山　丈晴、

入江 　 武、木平　　健、荻原　耕三、

相馬　克美

各会員の奥様

卓　話

「警察業務について」

宇都宮東警察署長　印南  浩司様

皆さん、こんにちは。日頃より、警察活動にご

理解とご協力をいただきまして、誠にありがとう

ございます。また、先月には、地域への貢献があ

るということで、当署員へ「ロータリークラブ賞」

をいただきました。ありがとうございました。本

日は、近年、様々な分野において、少子高齢化に

伴う担い手不足の中、警察が行っている働き方改

革等を踏まえまして、警察署の現状と今後の課題

について、警察活動の一部ではありますが、ご紹

介できればと思います。

はじめに、交番・駐在所の現状についてお話い

たします。当警察署には、駅交番をはじめとした、

９つの交番と３つの駐在所があります。この中で、

豊郷交番と上河内駐在所は昨年の３月に新設した

ものです。豊郷交番は、今泉町交番と下川俣町駐

在所と関堀町駐在所を統廃合したもので、上河内

駐在所は、下小倉駐在所と中里駐在所を統廃合し

たものです。現在、全国の警察では、効率的な交

番体制を作るために、24 時間体制の人員の配置
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労働が問題となり、輸送能力が不足するのではな

いか、といった 2024 年問題がクローズアップさ

れたところですが、警察におきましても同様に、

警察官の勤務時間が労働基準法に抵触するおそれ

がある、ということで、働き方改革が進められて

いるところです。警察の場合は、事件や事故の発

生によって左右される面もありまして、労働時間

を減少させるのに大変苦労しているのが実情です。

警察署において、時間勤務を減らすために行って

いる業務の合理化、効率化について紹介させてい

ただきます。

１.警察署の受付窓口の時間を短縮

道路使用許可、運転免許の交付等、43の窓口

業務の時間短縮をしました。

２.代表電話の自動音声ガイダンスの導入

昨年2月に電話交換業務にあたる職員の業務

負担の軽減をしました。利便性の向上にも繋

がっています。

３.警察署のブロック運用

夜間や休日の当直について、隣接する二つの警

察署を「拠点署」と「警戒署」に分けてブロッ

ク運用し、管轄の枠をこえて対処、強化します。

現在、今市と日光署、那須烏山と那珂川署、真

岡と茂木署の組み合わせがあります。

４.交通環境の変化への対応

当警察署管内では、令和5年8月にLRTの開通、

本年1月に国道408号線の宇都宮高根沢バイパ

スの野高谷立体が開通しました。交通環境の

進化に合わせた交通安全対策が今、必要に

なってきています。

日本は、実は、世界有数の信号機大国です。た

だ、信号機も万能ではなく、また、老朽化も進ん

でいます。現在、信号機を設置すべき交差点の見

直しや、信号機以外の交通実態に即した安全対策

を考えています。その一つとして先月、大谷地区

に環状交差点（ラウンドアバウト）を設置しまし

た。その他、速度を制御するために、道路にハン

プと呼ばれる段差を設置しています。こうした取

り組みは、警察の一部分ではありますが、地域の

皆様のご理解とご協力なくしては、警察活動とい

うのは成り立ちません。宇都宮東ロータリークラ

ブの皆様はじめ、地域の皆様の引き続きのご支援、

ご協力をお願い申し上げます。


